
戦後造成されてきた人工林が本格的な利用期を迎えており、
「伐って使ってまた植える」という森林資源の循環利用を進めていくためには、
造林コストの縮減による再造林の円滑な実施など様々な課題があります。
ここでは、造林コストの縮減につながる伐採と造林の一貫作業システム、

低密度植栽や再造林に不可欠な優良品種の開発、
シカによる森林被害への対策といった取組をご紹介します。
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森林資源の循環利用に向けた
再造林の推進



森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
た

再
造
林
の
推
進

　

伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
伐
採
に
使
用
し
た
高
性
能
林
業
機
械
を
用
い
て
残
さ
れ
た
末
木
枝
条
を

整
理
し
て
地
拵
え
を
行
っ
た
り
、
搬
出
に
使
用
し
た
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
用
い
て
苗
木
を
運
搬
し
て
、
植
栽
を
行
う
方
法

で
す
。

　

従
来
の
人
力
に
よ
る
方
法
に
比
べ
、林
業
機
械
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
伐
採
か
ら
地
拵
え
、植
栽
ま
で
の
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
や
省
力
化
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、森
林
所
有
者
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
常
の
苗

木
よ
り
も
植
栽
適
期
が
長
い
こ
と
で
、
再
造
林
が
実
施
可
能
な
時
期
が
拡
大
し
た
り
、
コ
ン
テ
ナ
苗

植
栽
用
の
専
用
器
具
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
形
条
件
に
よ
っ
て
は
効
率
的
な
作
業

が
行
え
る
た
め
、
植
栽
の
省
力
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

伐採集材搬出
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● 伐採と造林を別々に実施 ●

伐　採



森林資源の循環利用に向けた再造林の推進

集材・地拵え

伐採

搬出・
苗木運搬

植付

地拵え植付
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一貫作業
システム

従来の進め方

● 伐採と造林を同時に実施 ●

集材に用いた
グラップルで
地拵え

コンテナ苗を
専用器具（ディブル）

で植付

作業員の
人力による
枝条整理

ふもとから苗木を
背負って運搬し、
鍬で植付

丸太を搬出した
フォワーダで
苗木を運搬

造　林



一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
で
造
林
作
業
を
低
コ
ス
ト・省
力
化

写真１　機械を活用した地拵え写真２　機械を活用した苗木運搬

　

我
が
国
に
お
け
る
従
来
の
再
造
林
で
は
、

従
来
の
注
１
裸
苗
の
植
栽
時
期
が
春
又
は
秋
に

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、伐
採
を
実
施
す
る
林

業
事
業
体
と
再
造
林
を
実
施
す
る
林
業
事
業

体
が
異
な
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、伐
採

後
、一
定
の
期
間
を
置
い
た
後
に
注
２
地
拵
え

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、地
拵
え
や
植

栽
現
場
へ
の
苗
木
運
搬
は
人
力
で
実
施
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、多
く
の
労
力
と
時

間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、近
年
、新
た
に
導
入
さ
れ

つ
つ
あ
る
「
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
」は
、伐
採
に
使
用
し
た
林
業
機
械
を
用

い
て
、伐
採
し
て
す
ぐ
に
そ
の
跡
地
に
残
さ

れ
た
末
木
枝
条
を
除
去
し
て
地
拵
え
を
実
施

し
た
り
（
写
真
１
）、搬
出
に
使
用
し
た
機
械

を
用
い
て
苗
木
を
運
搬
（
写
真
２
）し
て
、植

栽
を
行
い
ま
す
。省
力
化
の
効
果
と
し
て
、国

立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構 

森

林
総
合
研
究
所
の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、従

来
の
方
法
に
よ
る
地
拵
え
・
植
栽
と
比
較
し

て
、７
～
９
割
程
度
に
労
働
投
入
量
が
縮
減

さ
れ
た
事
例
、林
野
庁
の
実
証
事
業
で
は
、従

来
の
方
法
に
よ
る
地
拵
え
と
比
較
し
て
、６

割
程
度
に
労
働
投
入
量
が
縮
減
さ
れ
た
事
例

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、地
形
条
件
等
に
よ
っ
て
効

果
が
異
な
る
も
の
の
、従
来
の
方
法
と
比
較

し
て
、「
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
」は
、地
拵
え
か
ら
植
栽
ま
で
の
工
程
を
省

力
化
す
る
こ
と
と
な
り
、全
体
と
し
て
造
林

の
作
業
コ
ス
ト
を
大
き
く
縮
減
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、林
野
庁
で
は
、国
有
林
の

フ
ィ
ー
ル
ド
や
技
術
力
等
を
活
用
し
、「
伐
採

と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」の
有
効
性

に
つ
い
て
の
実
証
や
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

注
１	

裸
苗
：
苗
畑
で
育
成
さ
れ
た
苗
木
で
、根

系
が
裸
の
状
態
で
植
栽
地
ま
で
搬
送
さ
れ

る
。

注
２	

地
拵
え
：植
栽
し
た
樹
木
や
種
子
の
定
着
、

成
長
等
を
容
易
に
す
る
た
め
、伐
採
跡
地

の
草
木
を
刈
り
払
っ
た
り
、枝
条
等
を
片

付
け
る
作
業

コンテナ苗の活用と供給拡大
　「伐採と造林の一貫作業システム」により効率化を図
りながら年間を通じて再造林を実施していくためには、
植栽適期を拡大していくための技術が必要です。「コン
テナ苗」は裸苗と異なり、乾燥期や寒冷地の冬期を除

き、従来の植栽適期以外でも高い
活着率が見込めることが示されて
おり、植栽適期を拡大できる可能
性があります。このことから、林
野庁では、安定的かつ大量に生産
できる施設の導入など、コンテナ
苗の供給拡大に向けた取組も併せ
て進めています。
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森林資源の循環利用に向けた再造林の推進

　

こ
れ
ま
で
主
伐
後
の
再
造
林
は
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
３
，
０
０
０

本
程
度
植
栽
し
、
間
伐
を
数
回
行
う
方
法
が
主
流
で
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
て
は
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
植

栽
本
数
を
減
ら
し
、
苗
木
代
や
間
伐
回
数
を
減
ら
す
こ
と
で
、
造
林
・

保
育
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
低
密
度
植
栽
技
術
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
技
術
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
に
確
立
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
林
野
庁
で
は
平
成
27
年
度
よ
り
５
年
計
画
で
低
密
度

植
栽
技
術
の
導
入
に
向
け
た
調
査
委
託
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

低
密
度
植
栽
は
造
林
・
保
育
の
低
コ
ス
ト
化
が
見
込
め
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
植
栽
木
の
間
隔
が
広
が
る
こ
と
か
ら
、
地
上
空

間
を
枝
葉
で
覆
う
（
林
冠
閉
鎖
）
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
草
木

が
侵
入
し
や
す
く
、
そ
の
分
下
刈
等
の
回
数
が
増
え
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結

果
、
成
長
の
早
い
樹
種
は

林
冠
閉
鎖
も
早
い
こ
と
か

ら
、
下
刈
等
の
回
数
を
増

や
さ
ず
に
低
コ
ス
ト
で
一

般
的
な
形
質
の
製
材
品
を

生
産
で
き
る
可
能
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
成

長
の
遅
い
樹
種
は
、
低
密

度
植
栽
の
可
否
に
つ
い
て

ま
だ
検
討
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、

低
密
度
植
栽
技
術
の
開
発

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

　

徳
島
県
で
の
シ
カ
に
よ
る
林
業
被
害
は
平
成
５
年
か
ら
急
増
し
、

平
成
７
年
に
は
４
１
９
ha
ま
で
達
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
柵
の
設
置

な
ど
に
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、
毎
年
約
１
０
０
ha
の
被
害
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
県
で
は
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
緊
急
対
策
事
業
を
活
用

し
、
西
部
地
域
に
お
い
て
、
皆
伐
地
で
コ
ン
テ
ナ
苗
木
を
通
年
植
栽

す
る
林
業
事
業
体
が
シ
カ
の
捕
獲
も
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

捕
獲
は
防
護
柵
に
使
用
す
る
ネ
ッ
ト
等
を
使
っ
た
囲
い
わ
な
を
使

用
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。
こ
の
「
ネ
ッ
ト
式
囲
い
わ
な
」
は
、
軽
量

で
運
搬
が
し
や
す
く
、
傾
斜
地
で
も
設
置
可
能
で
、
ワ
ナ
に
入
っ
た

シ
カ
が
ネ
ッ
ト
に
絡
ま
る
こ
と
で
注
１
保
定
さ
れ
（
写
真
２
）、
電
気

シ
ョ
ッ
カ
ー
を
使
っ
て
容
易
に
止
め
刺
し
が
で
き
る
等
の
利
点
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
送
信
機
能
付
き
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
見

廻
り
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、状
況
に
応
じ
た
捕
獲
体
制
（
オ

ス
の
成
獣
が
捕
れ
た
ら
３
人

で
行
う
）
で
行
う
等
の
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
計
37
頭

を
捕
獲
し
（
図
１
）、
林
業
事

業
体
で
も
捕
獲
が
可
能
で
あ

る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
森
林
施
業
と
一

体
的
な
捕
獲
の
方
法
を
検
討

し
、
県
内
で
の
普
及
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

注
１
： 

動
物
を
動
か
な
い
よ
う

に
抑
え
て
お
く
こ
と

低
密
度
植
栽
技
術
の
導
入
に
向
け
た

技
術
開
発

徳
島
県
で
の
シ
カ
捕
獲
の
取
組

写真１　ネット式囲いわな写真２　シカの保定状況

オス（成獣） オス（幼獣）
メス（成獣） メス（幼獣）

9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

76 8 9 10 11 12 1
2016 2017

2 3

捕
獲
頭
数
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図１　シカ捕獲頭数

ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗

１
，
５
０
０
本
／
ha
植
栽
箇
所　
愛
媛
県

平
成
25
年
４
月
植
栽



樹
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
選
抜
を
進
め
て
い

ま
す
。

は
、
初
期
成
長
（
５
年
次
の
樹
高
）
だ
け
で

な
く
、
そ
の
後
の
成
長
も
平
均
以
上
の
も
の

で
、
材
質
（
材
の
剛
性
）
に
も
欠
点
が
な
い

も
の
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
）

　

本
稿
で
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研

究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所 

林
木
育
種

セ
ン
タ
ー（
以
下
、林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
）が
、

都
道
府
県
の
試
験
研
究
機
関
等
と
連
携
し
て

こ
れ
ま
で
に
開
発
し
て
き
た
優
良
品
種
の
う

ち
、
今
後
の
森
林
づ
く
り
に
役
立
つ
主
要
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

森
林
づ
く
り
は
苗
木
を
植
栽
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
よ
い
山
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
よ
い
苗
木
を
用
い
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
苗
木
づ
く
り
に
は
、
ど
の
よ
う
に
苗
木

を
育
成
す
る
か
に
加
え
、
遺
伝
的
に
優
れ
た

も
の
を
用
い
て
い
る
か
ど
う
か
が
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
苗
木
を
遺
伝
的
に
優
れ
た
も
の

に
改
良
す
る
こ
と
（
林
木
育
種
）
の
重
要
性

は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
林

木
育
種
の
歴
史
は
４
０
０
年
以
上
前
ま
で
遡

り
ま
す
。
今
年
で
ち
ょ
う
ど
60
年
を
迎
え
る

国
の
林
木
育
種
事
業
は
、
成
長
が
よ
く
、
幹

が
ま
っ
す
ぐ
で
、
病
気
や
虫
の
害
が
な
い
、

優
れ
た
樹
木
、「
精
英
樹
」
の
選
出
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
こ
れ
ら
の
精
英
樹
の
中
で
、
特
に
優
れ

た
も
の
同
士
を
交
配
し
て
第
２
世
代
の
精
英

林
木
育
種
の
成
果
、

優
良
品
種

　

優
良
品
種
と
は
、
特
定
の
性
質
（
特
性
）

が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
樹

木
の
こ
と
で
、
品
種
の
種
類
に
よ
り
ま
す
が

基
本
的
に
精
英
樹
を
対
象
と
し
て
、
特
性
の

優
れ
た
も
の
が
選
抜
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
育
林
経
費
の
約
４
割
を
占
め
る

の
が
下
刈
り
で
す
が
、
い
ち
早
く
周
囲
の
雑

草
木
か
ら
抜
け
出
し
、
下
刈
り
の
省
力
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
、
初
期
成
長
に
優

れ
た
品
種
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
品
種

て
い
ま
す
。
少
花
粉
品
種
は
、
平
年
で
は
雄

花
が
全
く
着
か
な
い
か
、
又
は
極
め
て
わ
ず

か
し
か
着
か
な
い
特
性
の
も
の
で
（
写
真

２
）、
低
花
粉
品
種
は
少
花
粉
品
種
ほ
ど
で

は
な
い
で
す
が
、
雄
花
の
着
花
性
が
相
当
程

花
粉
症
対
策
品
種

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
花
粉
症
へ
の
対
策
と
し

て
、
花
粉
の
発
生
源
と
な
る
雄
花
の
少
な
い

品
種
（
少
花
粉
品
種
と
低
花
粉
品
種
）
と
花

粉
を
全
く
作
ら
な
い
無
花
粉
品
種
を
開
発
し

森
林
づ
く
り
は
よ
い
苗
木
か
ら

―
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
の
取
組
―
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写
真
１	

初
期
成
長
に
優
れ
た
第
二
世
代
品
種
「
ス
ギ
林
育
２
︲
70
」

写真2	 スギの系統による雄花の着花性の違い
	 上：雄花着花量が多いスギ
	 下：雄花着花量が少ないスギ

写真3	 通常のスギと無花粉スギの雄花の断面
	 左：通常のスギ、花粉がぎっしり詰まっている
	 右：無花粉スギ、正常な花粉が見られない



森林資源の循環利用に向けた再造林の推進

度
低
い
特
性
の
も
の
で
す
。
平
成
28
年
度
ま

で
に
全
国
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
精
英
樹
の
中

か
ら
、
少
花
粉
ス
ギ
１
４
２
品
種
、
低
花
粉

ス
ギ
11
品
種
、
少
花
粉
ヒ
ノ
キ
56
品
種
が
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

無
花
粉
ス
ギ
は
、
自
然
界
に
存
在
す
る
、

遺
伝
的
な
原
因
に
よ
り
正
常
な
花
粉
を
作
ら

な
い
ス
ギ
（
写
真
３
）
で
、
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
で
は
２
個
体
を
発
見
し
、
こ
の
内
の
１

個
体
を
２
０
０
８
年
に
「
爽
春
」
と
し
て
品

種
登
録
し
ま
し
た
。
今
年
１
月
に
は
、「
爽
春
」

と
精
英
樹
と
の
交
配
に
よ
り
、
成
長
の
よ
い

無
花
粉
ス
ギ
「
林
育
不
稔
１
号
」
を
開
発
し

ま
し
た
。

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

抵
抗
性
品
種

　

ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
は
、
古
く
か
ら
梁

な
ど
と
し
て
寺
社
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
に

用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
マ
ツ
に
深
刻

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
が
マ
ツ
材
線

虫
病
で
す
。
こ
の
病
気
は
、
線
虫
（
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
、
写
真
４
右
）
が
、
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ（
写
真
４
左
）の
媒
介
に

よ
り
マ
ツ
に
感
染
し
、
マ
ツ
を
枯
ら
せ
ま
す
。

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
は
、マ
ツ
に
人
為
的

に
線
虫
を
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
（
写
真
５
）、

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
感
染
し
て
も
枯

れ
に
く
い
抵
抗
性
の
ア
カ
マ
ツ（
２
４
６
品

種
）と
ク
ロ
マ
ツ（
１
８
３
品
種
）の
開
発
を

進
め
て
お
り
、こ
れ
ら
の
抵
抗
性
品
種
か
ら

作
ら
れ
た
マ
ツ
の
苗
木
が
、全
国
各
地
の
海

岸
防
災
林
の
造
成
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
改
正
さ
れ
た
「
森
林
の
間
伐

等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
が
特
に
優
良
な
種

苗
を
生
産
す
る
た
め
の
種
穂
を
採
取
す
る
樹

木
を
「
特
定
母
樹
」
に
指
定
す
る
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。
特
定
母
樹
の
指
定
基
準
に
は
、

成
長
量
、幹
の
通
直
性
、材
質
（
材
の
剛
性
）、

ま
た
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
は
雄
花
着
花

性
の
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
基
準
を
全
て

満
た
す
も
の
が
特
定
母
樹
と
な
り
ま
す
。
現

在
、
ス
ギ
で
１
３
５
、
ヒ
ノ
キ
で
26
、
カ
ラ

マ
ツ
で
49
、
グ
イ
マ
ツ
で
１
の
合
計
２
１
１

系
統
（
こ
れ
ら
の
約
80
％
は
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
）
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
６
）。

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
母
樹
の

原
種
苗
を
育
成
し
、

都
道
府
県
や
認
定
特

定
増
殖
事
業
者
へ
の

配
布
を
始
め
て
い
ま

す
。
都
道
府
県
等
で

は
、
こ
れ
ら
原
種
苗

を
用
い
て
採
種
園
や

採
穂
園
を
造
成
し
ま

す
。
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
で
は
採
種
園
、

採
穂
園
の
造
成
や
管
理
・
運
営
が
効
果
的
に

進
む
よ
う
、
技
術
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
造
林
用
苗
木
の
約
５

割
（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
で
は
７
割
）
が
今
回
紹

介
し
た
優
良
品
種
な
ど
の
原
種
苗
か
ら
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
戦
後
植
栽
さ
れ
た

森
林
が
主
伐
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
伐
採
量

の
増
大
と
と
も
に
、
今
後
、
優
良
な
苗
木
の

需
要
も
拡
大
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
林
業

の
成
長
産
業
化
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
花
粉

発
生
源
対
策
の
推
進
、
マ
ツ
材
線
虫
病
被
害

の
軽
減
な
ど
、
い
ず
れ
も
今
後
の
森
林
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
対
応
し
て
い
く
べ
き
重
要

な
課
題
で
す
。
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、

国
民
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
引

き
続
き
優
良
な
品
種
の
開
発
と
そ
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
定
母
樹
と
そ
の
普
及

ご
紹
介
し
た
優
良
品
種
や
特
定
母
樹
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー

（
０
２
９
４
―
３
９
―
７
０
０
２
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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写真5	 マツノザイセンチュウを人為的に接種した試験の様子
	 抵抗性品種の苗（左）と一般的なマツの苗（右）

写真6　ヒノキの特定母樹「特定26-44」

写真4	 マツ材線虫病に関係するマツノマダラカミキリ（左）とマツノザイ
センチュウ（右）


